







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第8回公開講演会:都市の安全性へのー 視点、 165 
コミュニティの力、これが相まって日本の犯罪を
防いできたということが言われているわけです。
ところが、少し日本の犯罪情勢が、統計的に見
ると顕著ではないんですが、 1つは、例えば日本
の環境が、外国人の流入であるとか、それによっ
て犯罪の手口が変わってくるとか、あるいは銃犯
罪に関して、かなり検挙率が下がってきていると
か、そういう問題が出てくる。一方、今度は、こ
れを公務員はすべてそうなんですけれども、いわ
ゆるスモールガパメント志向ですね、ということ
があって、これ以上警察力を上げるということは、
これは要するに長期的に見て、極めて難しい問題
になってくる。ということは、警察力は減らさざ
る得なくなってくるわけですね、長期的に見ると。
すると、そういう犯罪がもし悪化の状況になった
場合に、すべてのところで警察がオールマイティ
に抑え込むということは多分不可能になってくる
だろう。すると、警察がやることというのは何か
というと、非常に危ない犯罪を安全に取り締まる、
特別な対象を選んでいくということになる。それ
から逃れてくる一般犯罪といいますか、もう少し
軽微な犯罪に関しては、社会全体で抑え込んでい
くという、そういう補う力を我々自分たちの中で
つくっていかざるを得ない状況が、日本も遅から
ず出てくるんではないだろうかという、そういう
社会認識が1つはあったわけです。そういう意味
で、ヨーロッパとかなり状況は違うわけですが、
そのうち日本も、アメリカあるいはヨーロッパの
状況に似てくるんではないかというような危機意
識があったということであります。
それから、もう 1つは、日本も、犯罪に限らず
災害ということもあって、今からの都市、 21世紀
に向けて、自分たちの住む場所というのは、かな
り住民の意識が強くなってきて、要するに安全と
いうだけじゃなくて、より安心して住める町とい
う、安心して住める町にするということ、あるい
は美しい町にするということが非常に重要な、我々
の住むということに関して、大きなテーマになっ
てきているわけですね。それは、単に物理的に、
ある警察権力だけで抑えるというんじゃなくて、
我々が安心して住めるというのは、例えば老人に
なってからも、都心の中で生活が、そんなに気に
しなくて住めるとか、子供を1人で表で遊ばして
おいても大丈夫であるとか、極めて広い概念で都
市を構成していかなきゃいけない。その中の中枢
が、やはり犯罪であるとか、災害である。それを、
当然ながら乗り越えないと、我々は21世紀になっ
て、新しい質の高い住まい方というのはできない
んじゃないかというような認識があるわけです。
それで、少し、今申しました犯罪を、住宅とか
町づくりを通して防いでいくということがほんと
うにできるのかということを少しお話をしたいと
思います。どういうことなんだろうかというと、
それは先ほど言いましたように、犯罪者の心理と
いうのを少し探らないと、我々も実態がよくわか
らないということで、私もしばらく小菅に通いま
した。小菅に行って、実際の受刑者の一歩手前の
人なんですけれども、犯罪者に、いろいろな、ど
うして犯罪を起こすのか。どういうところに着目
をして入るのかと。特に、住宅の侵入盗のプロに
話を聞き、それから、幼児のわいせつをするよう
な人なんかに、どういう場所で選ぶのか、どのく
らいの時間をかけて犯行を行うのかというような
ことを聞いて回ったわけです。しばらくして、随
分、仲良く犯罪者となってしまって、外に出たと
きにはよろしくなんていうあいさつをされるぐら
いになってしまったんですけれども、そんなこと
をやり始めて、その中でおもしろかったというの
は、 1つは今言ったように、リスクの問題ですね。
非常に彼らは小心です。捕まることに対して非常
に小心です。非常にガード、非常に注意を払って
選択をする。考えずにぱっと入って、ぱっと犯罪
を犯すなんていうことはしないんです。従前に十
分下見をして、これで行けると、あるいは人がい
るか、いなし1かということ、例えば電話をかけて
みるとか、あるいは電流計が流れているか、流れ
ていないかというのをチヱックするとか、非常に
事前の調査をした上で入ります。それは何でかと
いうと、彼らは一生のうちの大半は刑務所の中に
います。要するに、半分は刑務所で半分が外。そ
ういうような繰り返しの生活をする。どうしても
最後には捕まってしまうんですね。だから、そう
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いう意味で、非常に捕まるということを恐れるわ
けです。
それで、家を、特に選んでいくというときに、
どういうことかというと、 1つは、人の目なんで
すね。自分が犯罪を犯しているところを人にとが
められるということは非常に嫌う。そして、自分
の仕事が、入るまで、例えば2分、それから中に
入ってから物色をするだけで15分、そして出てく
るまでというようなことで、例えば自分の仕事は
20分で区切りをつけるんだという、そういうこと
を彼らは、いろいろ手口があって人によって違い
ますけれども、おおむねそういうような哲学を持っ
ているわけですね。要するに、それを破ると自分
が捕まるというふうに逆に思っている。今、入り
に例えば2分ということを言いましたけれども、
じゃ、それを入りに2分ということを逆手にとる
と、どういうことになるかというと、例えば、彼
らはプロですから、鍵は、どんな難しい鍵でもあ
けます。ただ、時間がかかります。例えば普通の
鍵は、 1つあけるのに30秒かかるとしますね。入
りに2分というと、 1分としましょうか。そうす
ると、 2っかければいいわけね、鍵を。鍵をあけ
ます、彼らは、どんなことをしてもあけます。あ
けるけど、時間がかかる。 1個であれば30秒だか
ら、充分中に入ってきます。 2個にしたら 1分か
かる。これは自分の哲学に反するから入らない。
だから、鍵は、難しい鍵をかける必要はありませ
ん。簡単な鍵を数多くかけることが、これが犯罪
を防ぐ一番いい方法だと、こういうことになるわ
けです。
それから、さっき言ったように、人から見とが
められるということを避けたい。すると、日本の
家屋は、一番特異なのは、ブロック塀で家の周り
を固いますね。あれも、本来はプライパシーを守
るということも大きいんですが、 1つは、犯罪か
ら防ぐつもりで塀をつくっていたはずなんです。
ところが、犯罪者にとっては、あれは体のいい、
自分の仕事場をきちっと確保するオフィスになっ
てしまうんですね。そこへ入ってしまえば、彼ら
は外から、人から見とがめられない。ということ
は、自分の仕事の時間を限る必要がなくなってし
まうわけです。だから、今言ったように1分とか、
2分とかいう、そういう入る時間を制限すること
なく、じっくり楽しみながらあけることができちゃ
うんです。ということは、塀というのは、そうい
う意味で、我々はつくるときには、犯罪者を家の
中に入れたくないつもりでつくったにもかかわら
ず、逆に、要するに彼らの仕事場になってしまっ
ているということなんです。それじゃ、塀を高く
すればいいのかということになるんですが、彼ら
プロは、塀は高くても入ります。ということは、
塀を高くすることは、意味がないわけです。どう
すればいいかというと、塀をなくすことなんです。
塀をなくすと、何が問題になるかというと、日本
の住宅の場合はプライパシーが、要するに丸見え
になってしまう。そこの中間で、例えば生け垣を
つくったらどうかというような研究が始まるわけ
です。
ただ、残念ながら、そういうことを実験するこ
とがなかなか難しいんですね。最近は、小菅でお
友達になった犯罪者がいるものですから、外に出
てきまして、彼らなんかと一緒に歩きながら、意
見を聞きながらぞったりはするんですけれども、
自分で入るわけにもいきませんので、なかなかそ
ういうところは、定量的に分析をするということ
が非常に難しいのが状態です。それから、何かを
して、施策を施して、その施策が効果があったの
かということを判定するということが、これも非
常に難しい。それは、 1つは、日本の犯罪が非常
にまれなんですね。だから、そこに何か対策をた
てても、えさが寄ってこないわけですね。例えば、
釣りをする。新しい釣り竿にしたから釣れるかと
いうときに、魚がいなければ評価できないわけで
すね。釣り竿の結果なんてわからないんです。ア
メリカなんかは、しょっちゅう魚がいますから、
釣り竿をよくしたら釣れるとか、えさをよくした
らよく釣れるかという評価がすぐわかるんですね。
そこが少し、我々の泣きどころではあるんですけ
れども、いずれにしても、そういうある程度の施
策を評価をしながら、理屈をやっていこうという
ようなことでやっていったわけです。
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3つのコンセプト
その中で、 3つ重要なコンセプトが言われてお
ります。 1つは、アクセス。出入口のコントロー
ルをいかにするかということを考えなさいという
ことです。 2つ目が、順不同なんですが、監視性、
人の目を生かしなさいということです。 3番目が、
住民の、住むほうにとって縄張り意識を持たせる、
町に対する愛着心、自分の敷地周りに対する愛着
心を高めるということが犯罪を防ぐキーポイント
になります。この3つが、まだたくさんあるわけ
ですけれども、十分に、一番わかりやすい概念と
して、その3つが言われているんです。
一番最初のアクセスのコントロールというのは、
これは一番物理的に表現しやすいですね。実際に
やられているというのは、当然ながら、例えばマ
ンションなんかで、入る場所を1ヵ所に限定をし
て、そこに管理人を置くとか、鍵かパスワードで
ないとあかなくするという、そのほかからは入れ
ないというふうにしてしまうとか、そういうアク
セスのコントロールというのは、非常にわかりや
すいわけです。それをもう少し変化させて、いろ
いろなバラエティを考えていくということになっ
てくる。それは、要するに、例えば道路を誘導し
ていくとか、あるいはもう少レ心理的に入りづら
い空聞をつくっていくというようなこともあるわ
けです。例えば、通過道路が、日本の道路という
のは非常にインフラが貧弱で、どこに行っても町
という境目がよくわからなくて、住宅の目の前を
通り抜けの車がびゅんびゅん走ったりしますね。
そういうことをコントロールしてやろうと。そこ
の家に必要でない車は入れないようにしてやると
いうようなことも 1つのアクセスのコントロール
になるわけですね。アメリカなんかは非常にドラ
スティックで、すぐ、通じていた道をとめちゃっ
たりするんですね。それで、とめる前ととめた後
で犯罪がどの〈らい減ったかなんでいう調査があっ
て、減ったから、この道は永久的に閉じちゃいま
しょうというようなことをやったりして。もう少
し格好よく町づくりの中でそれを生かしていくと
いうと、例えばハンプとかありますね。こういう
道路の中にでこぼこをつけて、抑えてしまう。そ
ういうことによって、交通量を柔らかく遮断をし
ていく、通過交通量を減らしていくというような
こととか、そういうアクセスのコントロールとい
うのをかなりやっていこうということです。
それが物理的だけじゃなくて、もう少し，心理的
に入りにくいというようなところまで含めて、ア
クセスをコントロールしようということです。例
えば、神社の境内に入っていくときに、何となく
厳かな気分になりますね。それから、ちょっとし
たところに入ろうとすると、何となく入りづらい
なと思うような場所があるかと思うんですね。例
えば、それは、大きな道路からすぐ細い道路に入っ
て、その細い道路が、すぐどこかの家のだれかに
見られているような道路であったりとか、幾つか
のパターンがあるかと思うんですけれども、そう
いうものをつ〈っていったり、さっき言ったよう
に、クル・ド・サックといいますか、そこでしか
行けないような道にしてしまうとか、いろいろな
表現方法というか、デザインの手法としてはいろ
いろあるわけですが、そういうコンセプトをもと
にして、いろいろなバリエーションを考えてみよ
うというようなことがあるわけです。それが、 1
つがアクセスのコントロールということです。
2番目が、住民の監視ということですね。それ
は、人がだれか入っていったら、あなた、どこの
ところに行くのというようなことを言われると、
びくっとするわけですね。すると、そこではちょっ
とやっぱり悪いことはできないというんで、ここ
はやめようというんで逃げてしまうわけです。例
えば、家の前で奥さん方が井戸端会議を常にして
いるとか、あるいはおじいさんとかおばあさんが、
そこで何か、常にいすに座ってひなたぼっこをし
ているとか、そんなことがあれば、そこの町の中
に入っていくというのは非常にやっぱり、全く知
らない人が入りづらいということがあるわけです
ね。
それは、目というのは、今、非常にダイレクト
には人間の目なんですけれども、それが例えば機
械の目であっても、当然ながらいいわけですね。
何か監視のカメラが置いてある。それで、ああい
う警備会社の人に言うんですけれども、警備の会
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社の人が、お屋敷とか、そういうところにはカメ
ラが入るんですけれども、隠してカメラを置いて
あるんですね。あれは隠して置いても意味がない
んです。カメラがありますというのを、存在意義
を出さないと意味がないんですね。それは、カメ
ラは実際に電気が入っていなくてもいいんです。
カメラがありますという看板をかけておくだけで、
彼らは逃げていくわけです。そういうリスクを負
いたくないというわけですね。実際に写るか写ら
ないかというのは問題じゃないんです。写る可能
性があるということが、要するに彼らには負担に
なるんです。そういう仕掛けをつくっていくとい
うのが監視性ですね。人の目を、いかにそこの地
域の中に投入するかということです。
それは、 3番目の領域性、縄張り意識というこ
ととかなり関係してくるわけですが、この縄張り
意識、監視性をいかに高めるかということが1つ
のキーポイントになってくるわけです。それは、
近代の都市というのは、例えば敷地境界までは私
の敷地だから、そこはお掃除します。そこから 1
歩出たら、これは都道ですから、都が掃除してく
ださいと、そういう意識になってしまうわけです
ね。すると、自分の意識の感心は、自分の家の敷
地だけしか興味がなくなってしまう。そういう一
種の近代的な管理の合理化のようなところから意
識が分断化されてくるといいますか、そういう、
いわゆる建築用語で言いますとパブリックとプラ
イベートという、そういう空間の二分が既に1つ
の意識を分断化しているということになるわけで
す。それで、その聞に、パブリックとプライベー
トの間にセミパブリックという、中間の、半公共
空間というのを例えばつくってみたらどうだろう
ということなんです。
これは、アクセスコントロールということとも
関係してくるんですが、道路と住宅の間にそうい
うパッファーというんですか、中間の領域の、例
えば植栽というんですか、木を植えて、ちょっと
したものを置いてみるとか、そういうようなこと
で、要するにだれでも通れるところと、個人とい
う縄張りの聞を少しバッファーをつけてあげる。
その中間領域に関しても、住民は自分のものとし
て意識をしていく。あるいは、小さな公園があり
ますね。そういう公園は、これは都の公園だから
都が掃除をすればいいんだ。自分たちはただ使え
ばいいんだと、こういう意識で物を見ていると、
そこをだれが使っているかということに関して、
非常に無関心になってくるわけです。それを、例
えば地域の公園、自分の公園だということで掃除
をするとか、植栽のメンテナンスをするとかとい
うような行動を通じて、その公園を自分の中に取
り込んでしぺ。セミパブリック化するということ
はあとにおいて、そこで、変なおじさんがふらつ
いて、その公園に行って、女の子に声をかけてい
るというのだと、あなた、何をしているのかとい
う声がかかってくるわけです。そういうことを高
めていこうということです。
それは空間的なほうから見た場合です。それは、
住民意識からすれば、従来どおりの、いわゆる自
分の町に対する愛着心であるとか、自分の地域へ
の愛着心であるとか、いわゆる連帯意識とか、そ
ういうものを全く同義語であるというふうに解釈
しでもいいと思います。だから、それは、我々の
関心からいくと、いかにそれを空開化するかとい
うところに興味があるものですから、先ほどのよ
うな話をしたんですが、いわゆる住民の意識を高
める、共同意識を、連帯意識を高めることによっ
て、犯罪を防ぐと。非常にこれは、従来の、古典
的なものなんですが、それを空間的に落とし込む
という方法はないかということなんでございます。
そういう 3つのコンセブトをもとにして、いろ
いろデザインをやろうと。ところが、そのデザイ
ンというのは、 1つはそのコンセプトがあるとい
うのは、こうやれというような指針になってしま
う、ガイドラインになってしまうと、建築家とい
うのは非常に嫌がるわけですね。家はこうっくり
なさいと言われると、おれのデザインの出てくる
縄張りがないんじゃなし1かというようなことで嫌
がるわけですが、今言ったように、そういうコン
セプトをつくることによって、その中のバリエー
ションというのは多分出てくるだろうというよう
なことで、幾つかのガイドラインという形で今つ
くって、普及しょうかということでやり始めてい
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るわけです。それで、警視庁の防犯という言葉が
生活安全局というようなものに変わってきて、警
視庁の中の1つの重点項目にも挙げられてきて、
環境設計による防犯というのがオーソライズされ
てきて、市町村でも幾っかはそういう条例をつくっ
たり、あるいはそういう試みをされているところ
もあるわけです。
安心して住める都市に向けて
アメリカの話を戻しますけれども、アメリカな
んかで、そういう手法というのはCPTEDとい
う、環境設計を通じて犯罪を防ぐという、クライ
ム・プリペンション・スルー・アン・エンパイロ
メント・デザインという単語があるんですが、そ
ういう試みをし始めたわけです。そこで、今言っ
たように環境のデザインですね。町のデザインを
どうしたらいいのかということを通じてつくって
いくという試みがされてきていて、かなりそれが
実際の政策として、警察の政策として反映してき
ている。しかも、それが、イギリスであるとか、
オランダであるとか、ヨーロッパへ今、普及をし
ていて、そういう環境の防犯という立場から建築
行政へかなりコミットをしていくというところま
で至っています。
だから、例えば、この前、オランダの人と話を
したんですが、非常にスラム化した住宅があって、
それをどうにかしようということで、今言ったよ
うな環境上のデザインを配慮してっくり直してい
くということで、少し活性化、要するに団地が前
よりはよくなって、活性化したとか、そういうよ
うな話がありますし、イギリスなんかは、公営住
宅というのがありまして、かなりパンダリズムと
いいますか、青少年のあれなんかでぶち壊された
り、あるいは犯罪のターゲットになったりなんか
したところがあるわけですが、そういう古い公共
住宅の役人と警察が一緒になって、住宅の設計を
する。あるいは住宅の補修をするとはに、そうい
うところに警察の者も、そういう住宅の、内務省
がやっているわけですが、そこの住宅局の人と一
緒になってやっていくというような仕組みまで、
今では出来ています。
それから、もっと進んでいるのは、そういう建
築行政にコミットする専門の警察官というのが育っ
てきつつあるわけです。まさに建築確認行政とい
うのがありますね、日本で。そこに彼らが関与し
ていくというぐらいのところまで来ていますし、
そういう警察官を養成する組織が、アメリカなん
かでは出てきています。だから、そういう環境設
計で防犯をしていく専門の警察官を教育する場所
ができ、そこから各警察に出ていって、その警察
署管内のそういう建築確認行政、あるいは公共建
築物の補修、あるいは新築に関して、彼らの意見
を入れないことには確認行政がとれないという状
況までに至ってきているわけです。
すべてがそういうことで動いているわけでもな
いんですけれども、そういう萌芽がアメリカなん
かでかなりあるし、それは、社会情勢が日本とは
違うということもあるわけですけれども、私なん
かは警察と全く、本来、無縁の立場なんで、犯罪
なんて減らなくても町がよくなればいいよという
ようなことを言っていて、それは、今言ったよう
に、犯罪情勢がそんなにシビアではない状況の中
で、よりよい町づくりをする、美しい町をつくる
ということが、すなわちそれが犯罪に対しても、
あるいは地震に対してもプラスになっているとい
うんですね。あるいは、多少プラスをすれば、自
分の家を、ちょっと値段が張るかもしれないけれ
ども、多少のことで犯罪にも防犯にも強い住宅が
できたり、あるいは町ができたりすれば、こんな
いいことはないわけです。そういう視点は今まで
なかったんですね。そういう視点を入れることに
よってつくっていこう。しかも、それを個人の家
というレベルじゃなくて、地域というところで考
え直そうということなんです。今までの専門の建
築であるとか、都市計画者というのは、そういう
観点がなかったわけですね。だから、例えば町の
景観をどうしょうかというようなことと、そうな
ると、例えばブロック塀なんかをどうするかとい
うことと密接に関係をしてきたりするわけです。
あるいは建築の相隣関係というんですか、住宅と
住宅の聞をどういうふうにして処理をするかとい
うようなことも、一般の市街地なんかでは非常に
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重要な問題になってくるわけですね。 んなのは、ほとんど役にも立たないし、非常に死
あるいは、道路の幅員、幅の構成、大規模な幹
線道路から中規模な市街地内の道路、それからい
わゆるディストリビューションというんですか、
家庭内へ入ってくるような道路、そういうのをき
ちっと段階構成をする。あるいはそれをもっと、
幅だけじゃなくて、例えばカラー舗装にしてあげ
るとか、あるいは自動車の流入をとめてしまうと
か、一部で。というようなことまで含んで、それ
は単に交通量のという観点ではなくて、それが町
の安全性、あるいは犯罪を防ぐということもある
し、受通事故も防ぐということもあるし、見た目
に美しいし、歩きやすいし、それは老人にとって
も多分バリアフリーなものになるかもしれなし'0
そういう総合的な観点から町を見直していく必要
があるんではなし、かということが言いたいわけで
す。
ただ、そうは言っても、なかなか実際にやろう
とすると難しいわけですね。本来、アメリカを中
心とした、ヨーロッパの学問の結果を日本に翻訳
し直そうということですから、なかなか難しいわ
けです。そこで、日本的な状況、特徴というのは
一体何なのかということを調べ直して、日本で一
体何ができるのかということをやっていかないと、
なかなか根づかない。それは、犯罪状況から始まっ
て、住民意識というのは、むしろこれは日本のほ
うがいいわけですね。いい面をたくさん持ってい
る。ただ、残念ながら、住宅に関しても社会的な
インフラに関しては、やっぱり欧米にはかなり劣
るわけです。だから、非常にドラスティックに道
路を広げちゃえとか、道路を切っちゃえとかいう
のは、やっぱり日本の中にはなじみがないわけで
すね。すると、日本の中で何ができるかというこ
とに着目して考えていかなきゃいけない。その中
で特に、日本の木造住宅、 1軒の住宅ではなくて
住宅と住宅の聞をどういうふうにして処理をして
いくかというようなことが問題になってくる。そ
れが、例えば日本の場合は、普通の2階建ての住
宅だとなかなか難しいんですけれども、住宅と住
宅の聞が、現在、建築基準法とか民法上、道路を
とらなきゃいけないという問題がありますね。そ
角になるような空間だから、そういうのをなくし
てしまう方法はないのかとか、そういう日本的な
環境デザインというところを少し今からやってい
く必要があるのではないかというふうに思ってい
るわけです。
それから、もう 1つは、最後になるんですけれ
ども、日本もいろいろな空間があって、新しい、
今までにない空間というのが出てきていて、そこ
なんかもどうするかというのが非常に難しいわけ
ですね。これも管理という問題と極めて密接にな
るわけですが、例えば、新宿を歩いていますと、
浮浪者の段ボールの家があって、直接、彼らが犯
罪を犯すとか、我々に対して被害を与えるという
ことはないんですが、それはやっぱり美的な意識、
あるいは都市として、やっぱりそういうものをあ
あいうところに置いておくというのは、我々にとっ
てはプラスにはならないわけですね。そういう公
共空間ではあるんだけれども、なかなか管理が難
しい場所ができつつあるわけです。
例えば、公開空地というような言葉があります
けれども、そういうような公共に属するんだけれ
ども、なんか民間の敷地の中にあるような感じの
空間みたいなものがあるわけですね。そういうの
をどうしていくかとか、今から大規模な開発をやっ
て、それをつないでいくと、地下通路であるとか、
そういうところをどういうふうにして、だれが責
任を持って管理するとか、あるいは超高層ピルみ
たいなところの問題、あるいは広い地下街なんか、
これは防災なんかと密接に関係するわけですが、
かなり管理者がはっきりするんですけれども、管
理者がかなり細分化されてあって、隣の管理者と
お互いが連携がとれないような状況になっている
わけですね。ところが、建物として、空間として、
みんなつながっているわけですね。駅をおりてい
くと商店街があって、また次の乗り場があるとい
うようなことになっていて、我々使うサイドにとっ
ては1つの空間。ところが、それの中は3つにも
4つにも管理者が分かれて、対応の仕方が全部違っ
ているというような状況もあるわけですね。それ
を全部トータルにして、だれが面倒を見るのとい
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う話なんか、なかなか、だれがお金を出すのとい
うことと同じように、そういう都市の中に責任と
いうことで、なかなか処理が難しい空間が出てき
ているし、そういう空間を我々が使う可能性も、
機会も増えてきているという、そういう新しい状
況に関しでも、何か考えて~¥かなきゃいけないと
いう。従来型の日本のオリジナルの、本来の市街
地、大部分を占める市街地に関しても当然ながら
そうですし、そういう新しい空間形態に関しても、
何らかの手だてをしていかないと、我々はそうい
う状況になってしまった場合には、例えば浮浪者
がはびこってしまった後からそういうことに対し
て対応しようとすると、これはとてもじゃないけ
れども、非常に難しい問題になってしまうんだと
いうことを反省をしているわけです。
そういう意味で、安全ということをキーにして、
よりよい安心。安心というのは、住民の意識とい
うのは非常にぜいたくなんですね。安全というだ
けじゃ、それだけじゃ満足しないわけです。だか
ら、何が何でも都市が機能的で、便利がよくて、
気楽で、いやすくて、楽しくて、美しくてという
ような、すべて自分たちの安心して住める都市の
条件になってくるわけですね。そういう高次な機
能をすべて満足する。しかも、その中の最も基本
的なベースになるのが安全。そういう安全をクリ
アしない限り、我々は高次の21世紀の住まい方と
いうのは多分できないだろうということをきょう、
言いたかったわけです。どうも、ご静聴ありがと
うございました。
5.閉会あいさつ
高橋勇悦
きょうは多数お集まりいただきまして、ありが
とうございました。
都市研究所は、冒頭に総長のお話がありました
ように、今、都市研究所であるほかに、博士課程
の大学院を設置する予定という過程にありまして、
いわば発展途上の研究所あるいは大学院というよ
うな状態にあります。一番大きな特色は、都市の
学際的な研究をするところであるということです。
我々専任スタッフ 7人おるんですけれども、全部
専門分野が違います。こういう都市関係の研究所
は、日本の大学にはほかにはございません。
そういったような長所を生かして、都市研究所
は、これまで、きょうの公開講演会を含めて8回
の公開講演会を行なってきました。公開講演会の
テーマは、都民の皆さんに非常に関心があり、か
っ今目的に重要なテーマと思われるようなものを
選んでまいりました。例えば、高齢者の問題、環
境の問題、あるいは江戸東京学の問題、災害の問
題であるとか、そういったテーマですoきょうは、
犯罪を中心とした都市の安全性の問題ということ
で公開講演会を聞かせていただいたということに
なります。今までは、都庁のホールでやったりし
ていたんですが、大学が南大沢にあるものですか
ら、やはりこちらでも、しばしば開催していった
ほうがいいだろうということで、今回、初めてこ
ちらで聞きましたところ、皆さんに多数おいでい
ただいて、どうもありがとうございました。今後
とも、こういう講演会を続けてまいりますので、
おいで下さいますようにお願いいたします。
【司会(中林)】 以上をもちまして、第8回都市
研究所公開講座を終了させていただきます。きょ
うの講演が、東京の安全に少しでも寄与できると
いうことになりますと、我々としても非常によかっ
たなと思っております。長い時間、ご静聴ありが
とうございました。
